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公益社団法人金沢法人会

石川の郷土料理㉔　いわしの卯の花ずし石川の郷土料理㉔　いわしの卯の花ずし

税務行政の円滑な運営への御理解と
多大な御支援に感謝申し上げます

創立60年の歩みを振り返る年に
 金沢法人会会長　北村 哲志

税務行政の円滑な運営への御理解と
多大な御支援に感謝申し上げます
 金沢税務署長　寺西 充宏

未知の世界に飛び込んで。
支えられて50年
 

nice work
未知の世界に飛び込んで。
支えられて50年
 （株）即納センター 取締役会長　土肥 美智子



ラ
ム
新
潟
大
会
は
懇
親
会
を
含
め
通
常
ど
お

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
十
一
月
二

十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
の
集
い
佐

賀
大
会
は
、
通
常
よ
り
参
加
人
員
を
縮
小
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
は
三
つ
の

大
会
す
べ
て
が
中
止
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昨

年
は
曲
が
り
な
り
に
も
開
催
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
通
常
ど
お
り
の
開
催
が
出
来
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

金
沢
法
人
会
は
健
全
な
納
税
協
力
団
体
と

し
て
、
誠
実
な
記
帳
と
適
正
な
申
告
の
普
及

並
び
に
公
平
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
に

寄
与
し
、
会
員
企
業
の
発
展
を
期
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
、
金

沢
青
色
申
告
会
か
ら
法
人
納
税
者
の
み
が
分

離
し
、
三
百
八
十
六
社
を
も
っ
て
発
足
し
て

以
来
、
昨
年
で
満
六
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
来
な
ら
昨
年
中
に
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
を
開
催
す
べ
き
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
鑑

み
一
年
延
期
い
た
し
ま
し
た
。
十
二
月
六
日

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

引
き
続
き
本
年
度
も
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
、

税
制
に
関
す
る
建
設
的
な
提
言
や
子
ど
も
達

へ
の
租
税
教
室
な
ど
公
益
的
な
幅
広
い
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
法

人
会
活
動
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
一
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
九
月
末
に

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

解
除
さ
れ
て
以
降
、
感
染
拡
大
は
だ
い
ぶ
収
ま

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
原
因
は
ハ
ッ
キ
リ
と
は

し
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
高
ま
っ
て

き
た
結
果
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
新
た

な
変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大

に
よ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
克
服

し
た
年
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
法
人
会
全
国

大
会
岩
手
大
会
は
、
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
と

東
京
の
全
法
連
会
館
の
二
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ん
で
開
催
さ
れ
、
懇
親
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
十
一
月
十
六
日
の
全
国
女
性
フ
ォ
ー

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

創
立
六
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
年
に
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全
国
法
人
会
総
連
合
で
は
、
九
月
二
十

一
日
（
火
）の
理
事
会
に
お
い
て「
令
和
四

年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
決
議

し
、
十
月
四
日（
月
）の
日
本
経
済
新
聞
に

提
言
内
容
の
概
要
を
盛
り
込
ん
だ
意
見
広

告（
全
面
広
告
）を
掲
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
提
言
は
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

治
療
薬
開
発
な
ど
で
感
染
拡
大
が
収
束
に

向
か
う
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
既
に
企
業
収

益
や
税
収
も
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
を
ほ
ぼ
回

復
し
た
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
向
け
た
戦
略
を
ど
う
構
築
し
実

行
し
て
い
く
か
に
重
点
を
置
い
た
提
言
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
に
つ
い
て
金
沢
法
人
会
の
米

澤
卓
也
税
制
委
員
長
は
、
金
沢
税
務
署
管

内
の
国
会
議
員
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す

る
税
制
改
正
の
提
言
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

金沢法人会会長

北村 哲志

令和４年度税制改正スローガン

〇ポストコロナの経済再生と財政健全化
を目指し、税財政改革の実現を！

〇適正な負担と給付の重点化・効率化で、
持続可能な社会保障制度の確立を！

○コロナの影響はまだ残る。　　　　　
深刻な打撃を受ける中小企業に、実効
性のある対策を！

○中小企業にとって事業承継は重要な課
題。本格的な事業承継税制の創設を！

日本経済新聞（10月４日）
に掲載された意見広告。 ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
提
言
を
ま
と
め

周
知
活
動
を
実
施

令
和
四
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に
つ
い
て

岡田直樹参議院議員秘書の丹後氏に提言
書を手渡す米澤卓也税制委員長（右）。

し
た
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
へ

の
取
組
や
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
促
進
、
税
務
研

修
会
等
の
開
催
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
更
に

皆
様
方
と
の
連
携
・
協
調
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
間
も
な
く
、
令
和
三
年
分
所
得
税
等

の
確
定
申
告
期
を
迎
え
ま
す
。
税
務
署
の
申
告

相
談
の
受
付
は
二
月
十
六
日（
水
）か
ら
三
月

十
五
日（
火
）ま
で
で
す
が
、
例
年
同
様
、
確

定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
税
務
署
と
致
し
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策
に
十
分
配
意

し
た
上
で
円
滑
な
会
場
運
営
と
な
る
よ
う
最
大

限
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
御
自
宅

等
で
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
従
業
員
の
皆
様
や

そ
の
御
家
族
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
ス
マ
ホ
を
利
用
し
た
確
定
申
告
で
は
、

ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

を
撮
影
す
る
こ
と
で
、
そ
の
内
容
が
自
動
で
入

力
さ
れ
る
な
ど
、
ま
す
ま
す
機
能
が
充
実
し
便

利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
御
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法

人
金
沢
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
村
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
公
益
社
団
法
人

金
沢
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
御

理
解
と
多
大
な
御
支
援
を
賜
り
、
本
誌
を
お
借

り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

金
沢
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」と
し
て
、「
税
」に
関

す
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
お
ら
れ
、
中
で

も
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
租
税
の
意
義
や

役
割
を
正
し
く
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の
租
税
教

育
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
青
年
部
会
及
び
女
性

部
会
を
中
心
に
、
法
人
会
活
動
の
大
き
な
柱
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」を
活
用

金沢税務署長

寺西 充宏
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税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
へ
の
御
理
解
と

多
大
な
御
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　 

〜
確
定
申
告
書
の
作
成
・
送
信
は
ス
マ
ホ
で
〜

金
沢
国
税
局
長
納
税
表
彰

公益社団法人金沢法人会
副会長

市山　勉氏

法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、多
年
に
わ

た
り
納
税
道
義
の
高
揚
に
尽
力
し

た
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
て

令
和
三
年
度
納
税
表
彰

表彰状を受け取る市山副会長。

金沢国税局南部法人課税課長（左）と。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
金

沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
新
し
い
年
が
会

員
の
皆
様
方
及
び
御
家
族
の
方
々
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
前
年
度
に
続
き
東
京
で

の
表
彰
式
は
行
わ
れ
ず
、令
和
三
年
十
一
月
八

日（
月
）、金
沢
国
税
局
の
南
部
吉
秀
法
人
課

税
課
長
が
株
式
会
社
エ
オ
ネ
ッ
ク
ス
を
訪
問

し
、表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



対
し
て
、

ま
っ
す
ぐ
に

的
確
に
答
え

る
。
た
と
え
曖

昧
な
質
問
で
も

ち
ゃ
ん
と
理
解
し

て
、
よ
り
よ
い
答
え

を
出
そ
う
と
す
る
。

し
か
も
笑
え
る
も
の
に

し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
か

な
り
高
度
な
能
力
で
す
」。

　

講
演
の
最
後
に
ま
さ
か
の
実
習
が

待
っ
て
い
ま
し
た
。
軽
い
ジ
ャ
ン
プ
や
呼

吸
法
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
〝
上
機
嫌
の
下
地
〞
を

作
っ
て
か
ら
、
先
生
の
指
導
に
従
っ
て
初
対
面

同
士
が
会
話
に
挑
む
と
、
あ
ら
不
思
議
、
盛
り

上
が
る
こ
と
盛
り
上
が
る
こ
と
！
大
事
な
の
は
、

言
葉
だ
け
で
な
く
体
も
心
も
総
動
員
す
る
こ
と
。

身
体
論
を
専
門
に
す
る
先
生
の
、
空
手
の
形
な

ら
ぬ「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
」を
体
験
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

インターネットで
セミナー受講

セミナーオンデマンドサービスが
一層充実！

社内研修や経営者の自己研鑚等に
ぜひご活用ください。
社内研修や経営者の自己研鑚等に
ぜひご活用ください。

会員は無料

一流の講師陣によるセミナーが500タイト
ル以上！会員の方は、映像と音声による本格
的セミナーを無料で受講いただけます。
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このID／パスワードでどなたでもご覧いただけます。

❶
金沢法人会
トップページの

「インターネットセ
ミナー」バナーを
クリック

❷
「インターネットセ
ミナー」トップページ
からログインページに
入って会員専用のＩＤと
パスワードを入力し
てください

し
た
内
容
を
要
約
し
て
、
後
で
も
う
一
度
話
せ

る
く
ら
い
〝
ち
ゃ
ん
と
〞
聞
い
て
い
れ
ば
、
同

調
し
た
り「
へ
え
ー
っ
」と
軽
く
驚
い
て
み
せ
た

り
、
笑
い
の
次
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
的
確
に
返

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
く
た
め
の
基
本
の
構
え
は
、

話
し
て
い
る
相
手
に
胸
を
向
け
る
こ
と
。
そ
し

て
目
を
見
る
、微
笑
む
、頷
く
、相
槌
を
打
つ
。「
体

の
構
え
で
勝
負
は
決
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
く

だ
さ
い
」。
加
え
て
質
問
力
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
相
手
と
で
も
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
時
、
最
初
に
口
に
す

る
の
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。「
素
直
、
寛
容
、
上
機
嫌
で
あ
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
言
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を

い
く
ら
言
っ
て
も
人
は
変
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
」。

　

齋
藤
先
生
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
を
持
つ
人
物
と
し
て
挙
げ
た
の
が
、

今
話
題
の
ビ
ッ
ク
ボ
ス 

新
庄
剛
志
氏
で
す
。「
ま

ず
彼
は
い
つ
も
機
嫌
が
い
い
。
そ
し
て
質
問
に

　

司
会
者
の
紹
介
を
受
け
て
登
壇
さ
れ
た
齋
藤

先
生
、
い
き
な
り
の
「
こ
ん
に
ち
は
、
デ
ィ
ー

ン
・
フ
ジ
オ
カ
で
す
」と
い
う
挨
拶
に
会
場
か

ら
遠
慮
が
ち
な
笑
い
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
薄

い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
、「
ど
ん
な
に
私
が
つ
ま
ら

な
い
こ
と
を
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
ジ
ョ
ー
ク
だ

と
思
っ
た
ら
笑
う
の
が
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ

ー
で
す
」な
ど
と
、
参
加
者
を
軽
く
い
じ
り
な

が
ら
講
演
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
先
生
曰
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
笑
う
こ
と
。「
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
さ
ず

笑
う
、
こ
れ
が
で
き
な
い
人
は
話
を
聞
く
と
い

う
こ
と
を
甘
く
見
て
い
る
」と
も
。
相
手
が
話

　

昨
年
九
月
に
デ

ジ
タ
ル
庁
が
で
き
、

社
会
全
体
で
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、Ｄ
Ｘ
）
を

推
進
し
よ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
る
中
で
進
む
、
税
務
署
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

税
務
行
政
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
大
き

く
二
つ
。
そ
の
一
つ「
納
税
者
利
便
性
の
向
上
」

が
目
指
す
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続
き
が

税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
取
り
組
み
の
中
心
と
な
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

で
は
ス
マ
ホ
申
告
が
可
能
に
な
り
、
手
入
力
や

計
算
を
減
ら
す
た
め
の
機
能
な
ど
が
年
々
追

加
さ
れ
、
今
後
は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
と
の

連
携
で
一
層
の
進
化
が
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
金
沢
税

務
署
管
内
の
セ
ン
タ
ー
化
も
含
め
て
、
も
う
一

つ
の
目
的
で
あ
る
「
課
税
・
徴
収
の
効
率
化
・

高
度
化
」へ
の
取
り
組
み
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん

で
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
特
別
講
演
会

令
和
三
年
十
一
月
十
五
日（
月
）Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
、
金
沢
法
人
会
と

金
沢
間
税
会
共
催
の「
税
を
考
え
る
週
間
」
協
賛
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
寺
西
金
沢
税
務

署
長
と
齋
藤
孝
明
治
大
学
教
授
の
二
部
構
成
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

第
一
部

税
務
行
政
の
将
来
像

第
二
部

人
を
ひ
き
つ
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

金
沢
税
務
署
長 

寺
西 

充
宏
氏

明
治
大
学
教
授 

齋
藤　

孝
氏壇上を動き回りながら参加者を話に引き

込んでいく齋藤先生。

令和３年度の税制改正により、年末調整関係に
ついて令和３年分から適用される改正が行われ

たと聞きましたが、その主な概要について教えてください。

１．税務関係書類における押印義務の改正
　税務署長等に提出する源泉所得税関係書類に

ついて、押印が不要とされました。
　このため、扶養控除等申告書などの年末調整の際に
使用する書類についても、従業員等の方に押印をして頂
く必要がなくなりました。

２．源泉徴収関係書類の電磁的提供に係る改正
　給与等、退職手当等又は公的年金等の支払者がこれ

らの受給者から、次に掲げる申告書の書面による提出に
代えて、その申告書に記載すべき事項の電磁的方法によ
る提供を受けることについて、税務署長の承認が不要と
されました。
（１）給与所得者の扶養控除等申告書
（２）従たる給与についての扶養控除等申告書
（３）給与所得者の配偶者控除等申告書
（４）給与所得者の基礎控除申告書
（５）給与所得者の保険料控除申告書
（６）給与所得者の住宅借入金等を有する場合の所得税

額の特別控除申告書
（７）所得金額調整控除申告書
（８）退職所得の受給に関する申告書
（９）公的年金等の受給者の扶養親族等申告書
　
　なお、上記の電磁的方法による提供を行う場合には、
給与等の支払者が、次に掲げる措置をすべて講じている
こととされています。
（１）電磁的方法による提供を適正に受けることができる

措置
（２）提供を受けた記載事項について、その提供をした給

与等の支払を受ける者を特定するための必要な措
置

（３）提供を受けた記載事項について、電子計算機の映
像面への表示及び書面への出力をするための必要
な措置

税務
相談
税務
相談
税務
相談
　　最近相談の多い
　　　　　事例より

年末調整関係について
令和３年分から適用される
主な改正事項の概要

金沢税務署からのお知らせ確定申告お役立ち情報

国税庁ＨＰの確定申告書等作成コーナーから、
自宅でいつでも申告できます！

確定申告書の作成方法は動画でチェック！

国税庁ＨＰへ
アクセス

確定申告書の
作成・送信は スマホ で

令和３年分の確定申告

【 金沢税務署申告会場 】

２月16日（水）～

開設期間  ３月15日（火）の平日
※２月20日（日）、27
日（日）は開設します。

受付時間 午後４時まで

●会場への入場には、「入場整理券」
が必要です。詳細は国税庁ホーム
ページをご確認ください。

●会場ではパソコンまたはご自身の
スマホで申告書を作成いただいて
おります。皆様のご理解とご協力
をお願いします。

確定申告書等作成コーナーを
利用した入力方法などの動画
をご案内しています。

動画で見る確定申告

自 動計算
画面の案内に沿って入力
すれば税額まで自動計算

自 動入力
マイナポータル連携や過
去の申告データを利用し
て自動入力

自 宅から
マイナンバーカードとスマ
ホでｅ-Ｔａｘ！
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第
二
部
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト 

塚
崎
早
苗

先
生
に
よ
る
講
演『
香
り
の
不
思
議
な
世
界
』

で
し
た
。 

　
「
香
り
を
知
り
、
自
分
を
知
る
」。
な
る
ほ
ど
、

自
分
が
癒
や
さ
れ
る
香
り
と
は
、
体
が
必
要

と
し
て
い
る
香
り
な
の
で
す
ね
。
心
地
よ
い

香
り
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
ま
た
厳
密

に
言
え
ば
嗜
好
で
は
な
く
、
心
と
体
が
求
め

て
い
る
香
り
を
良
い
香
り
と
感
じ
る
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
天
然
精
油
を
使
っ
て
、
各
自
が

自
分
の
一
番
好
き
な
香
り
の
ス
プ
レ
ー
を
作

り
ま
し
た
。
香
り
は
思
っ
て
い
る
以
上
に
私

達
の
心
理
を
揺
さ
ぶ
り
、
メ
ン
タ
ル
に
大
き

く
働
き
か
け
る

そ
う
で
す
。
香

り
の
世
界
を
勉

強
す
る
良
い
機

会
で
し
た
。
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令
和
三
年
十
月
二
十
二
日（
金
）、高
岡
・
氷

見
方
面
へ
の
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参

加
者
は
女
性
部
会
員
二
十
名
、一
般
七
名
、事

務
局
二
名
の
総
勢
二
十
九
人
、密
集
を
避
け

る
た
め
バ
ス
二
台
に
分
乗
し
て
出
発
。

　

最
初
は

高
岡
市
の

鋳
物
製
造

「
能
作
本

社
工
場
」

を
訪
問
し

ま
し
た
。

高
度
な
鋳

造
技
術
の

継
承
と
時

代
に
合
わ

せ
た
商
品

開
発
、
美

し
い
金
属

加
工
品
の

フ
ォ
ル
ム
に
は
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。さ
ら
に
、も
の
づ
く
り
を
超
え
て「
こ
と
・

こ
こ
ろ
」を
伝
え
る
観
光
事
業
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
事
業
内
容
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

昼
食
は
氷
見
の
里
山
の
小
さ
な
丘
の
上
に

あ
る「
セ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
」で
富
山
湾
と
広
い

ブ
ド
ウ
畑
を
眼
下
に
、清
々
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。立
山
連
峰
を
一
望
す
る「
ひ

み
番
屋
街
」で
買
い
物
を
楽
し
み
、高
岡
市
内

の「
勝
興
寺
」で
十
一
名
の
作
家
の
ア
ー
ト
作

品
を
鑑
賞
、重
要
文
化
財
指
定
の
建
造
物
と

ア
ー
ト
作
品
の
想
定
外
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は

驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
延
期
や

中
止
と
な
り
久
々
の
視
察
旅
行
が
実
現
、天

候
に
も
恵
ま
れ
て
参
加
者
一
同
、秋
の
一
日
を

充
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実
現
に
あ

た
り
準
備
に
腐
心
さ
れ
た
世
話
人
の
方
々
の

ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

金沢税務署長に「税に関
する絵はがきコンクー
ル」への協力を依頼

　女性部会では例年、「税に
関する絵はがきコンクール」
を開催しています。今年も実
施するにあたり11月９日（火）、
細川エリ子女性部会長らが
金沢税務署を訪ねて寺西金
沢税務署長に協力を依頼。
税務署の窓口等に置いて頂
き、多くの人の目に触れるよ
う、応募用紙を手渡しました。

2

―
伝
統
、景
観
を
活
か
し
た
高
岡
の
魅
力
を
満
喫
―

高
岡
・
氷
見
方
面
へ
視
察
研
修

　

十
月
十
二
日（
火
）、
令
和
三
年
度
第
一
回

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
税
理
士
の
森
下
昭
夫
先
生
に
よ

る
税
務
研
修
で
、『
逆
境
で
も
あ
き
ら
め
な
い

経
営
と
は…

』を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
頂
き
ま
し

た
。
一
昨
年
一
月
か
ら
世
界
中
に
吹
き
荒
れ

る
コ
ロ
ナ
禍
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
先
が
見

え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
き
ら
め

ず
経
営
を
続
け
る
方
法
を
、
会
社
経
営
に
携

わ
っ
て
い
た
ご
体
験
を
も
と
に
お
話
し
頂
き

ま
し
た
。

　

融
資
を
受
け
る
時
の
手
順
は
、
ま
ず
①
経

営
計
画
書
を
作
り
考
え
を
ま
と
め
、
見
え
る

化
す
る 

②
売
上
の
方
法
を
考
え
る 

③
銀
行
を

選
び
社
長
が
計
画
書
を
持
参
し
説
明
す
る
な

ど
。
ま
た
、
返
済
中
の
注
意
事
項
と
し
て
、

決
算
書
は
こ
ち
ら
か
ら
持
っ
て
行
く
、
会
社

の
状
況
が
変
わ
っ
た
と
き
は
試
算
表
を
持
参

し
説
明
す
る

な
ど
。
続
い

て
、
決
算
終

了
後
に
経
常

利
益
の
目
標

を
決
め
、
そ

の
数
字
を
基

に
し
て
簡
単

に
作
る
こ
と

が
で
き
る
損

益
計
算
書
の

作
成
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

1

―
税
務
研
修
に
続
い
て
、奥
深
い
香
り
の
世
界
を
学
ぶ
―

第
一
回
女
性
部
会
研
修
会
を
開
催

能作工場にて。背景に並ぶのは鋳造に使う木型の数々。

第２部講師の塚崎早苗先生。

第１部講師の森下昭夫先生。

天然製油を調合して自分だけの
アロマスプレーづくり。

全
国
か
ら
選
ば
れ
た
ほ
か
の
四
社

と
と
も
に「
地
域
と
と
も
に
成
長

す
る
企
業
で
あ
り
た
い
！
実
践
型

健
康
経
営
」を
テ
ー
マ
に
発
表
を

行
い
、
そ
の
様
子
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
し
て
い
る
部
会
員
に
も
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
沖
縄
大
会
は
い
よ
い
よ

健
康
経
営
大
賞
の
第
一
回
記
念
大

会
で
す
。
部
会
員
の
中
か
ら
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出
る
よ
う
に
、

全
部
会
員
で
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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十
一
月
二
十
五
日（
木
）・
二
十
六
日（
金
）、

第
三
十
五
回
法
人
会
青
年
の
集
い
佐
賀
大
会
が

佐
賀
市
文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
で
あ
れ
ば
約
二
千
五
百
名
が
集
う
大
会
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
地
で
の
参
加

人
数
を
制
限
し
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
後
の
法
人
会
活
動
の
新
た
な
軸

と
な
る「
健
康
経
営
大
賞
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
事
例

紹
介
」が
初
め
て
行
わ
れ
、
部
会
員
企
業
部
門
の

エ
ン
ト
リ
ー
で
金
沢
法
人
会
青
年
部
会
会
員
の 

株
式
会
社
北
日
本
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
が
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
の
一
社
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

試
み
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
京
都
迎
賓
館
の
お
も
て
な
し

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」。
テ
ー
マ
と
の
親
和
性
か
ら
、

リ
ア
ル
会
場
は
金
城
樓
を
選
定
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
京
都
迎
賓
館
の
チ
ー
ム
に

は
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
で

き
る
要
因
や
仕
組
み
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

十
回
目
の
開
催
と
な
る
来
年
は
、
記
念
事

業
と
し
て
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
五
日
（
土
）
に
第
九
回
金
沢
ビ
ジ

ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
（
以
下
Ｋ
Ｂ
Ａ
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
も
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
形
式
で

実
践
的
に
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学

習
す
る
内
容
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を

計
画
。
た
だ
し
、
今
後
の
開
催
方
式
の
幅
を

広
げ
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
会
場

を
融
合
さ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
版
Ｋ
Ｂ
Ａ
を

―
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
を
融
合
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
版
を
開
催
―

第
九
回
金
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催

3

―
「
健
康
経
営
」を
新
し
い
活
動
の
軸
に
―

全
国
青
年
の
集
い
佐
賀
大
会
に
参
加

リアルとオンラインをつなぐ
ハイブリット版を試みた。

工夫に富んだ工場運営に触れる。

講師の(株)三技協 仙石泰一氏、ライオン
(株)横手弘宣氏に討議を深めて頂いた。

株式会社北日本ジオグラフィが優秀賞を獲得。

　

令
和
三
年
十
一
月
十
九
日
（
金
）、
令
和
三

年
度
視
察
研
修
と
し
て
石
川
県
鹿
島
郡
中
能

登
町
に
本
社
を
置
く
丸
井
織
物
株
式
会
社
を

訪
問
し
、
代
表
取
締
役
会
長
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
宮
本

徹
氏
に
よ
る
講
話
と
工
場
見
学
に
青
年
部
会

員
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
現

地
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
会
員
の
た
め
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
生
配
信
も
実
施
し
、
五

名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

カ
ク
シ
ン
セ
ン
イ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
標
榜
す

る
丸
井
織
物
の
経
営
や
工
夫
に
富
ん
だ
工
場

運
営
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

―
丸
井
織
物
株
式
会
社
を
訪
問
―

令
和
三
年
度
視
察
研
修
で
能
登
へ
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数馬社長の掲げる経営理念は
ＳＤＧｓにも通じる。

伝統を敬いながらも、柔軟な発
想で挑戦を続ける数馬社長。

　

令
和
三
年
十
月
十
一
日
（
月
）、
内
灘
支
部

は
髙
橋
玲
子
支
部
長
以
下
九
名
で
能
登
町
宇

出
津
の
「
数
馬
酒
造
株
式
会
社
」
を
訪
ね
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
の
就
任
当
時
、
日
本
一

若
い
酒
蔵
の
社
長
と
な
っ
た
数
馬
嘉
一
郎
社

長
に
、「
能
登
を
醸
す
」
と
い
う
経
営
理
念
を

中
心
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

数
馬
酒
造
で
は
能
登
産
の
米
、
旧
柳
田
村

の
山
々
か
ら
湧
き
出
る
天
然
水
な
ど
、
能
登

の
自
然
を
生
業
の
礎
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
明
治
二
年
の
創
業
時
か
ら
使
わ
れ
て
き

た
物
も
あ
り
ま
す
が
、
能
登
産
の
原
材
料
調

達
率
一
〇
〇
％
は
令
和
二
年
に
達
成
さ
れ
た

も
の
で
、

嘉
一
郎
社

長
が
推
し

進
め
て
き

ま
し
た
。

耕
作
放
棄

地
の
開
墾
に
始
ま
り
、
酒
米
の
栽
培
か
ら
酒

造
り
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ
の
取
り
組
み
で

は
、
東
京
ド
ー
ム
六
個
分
の
耕
作
放
棄
地
が

解
消
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に「
働
き
方
」

に
つ
い
て
も
、
通
年
雇
用
の
社
員
に
よ
る
持

続
可
能
な
醸
造
体
制
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

数
馬
社
長
は
、「
六
方（
買
い
手
・
売
り
手
・

世
間
・
社
員
・
地
域
・
未
来
）
良
し
経
営
」
を

掲
げ
、
能
登
の
豊
か
な
自
然
資
源
や
時
間
、

人
材
、
価
値
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
シ
ェ

ア
し
な
が
ら
、
ひ
ず
み
の
な
い
循
環
型
の
も

の
づ
く
り
で
美
し
い
能
登
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
三
十
歳
台
半
ば
の
数
馬
社
長
は
、
伝

統
を
敬
い
な
が
ら
も
柔
軟
性
と
挑
戦
す
る
心

を
大
切
に
し
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

も
の
づ
く
り
で
能
登
か
ら
新
し
い
価
値
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
、「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
が
唱
え
ら
れ
る
現
在

に
お
い
て
、
社
会
的
に
も
意
義
深
い
取
り
組

み
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

支
部
研
修
会
報
告
よ
り

米
丸
支
部
特
別
企
画

　

令
和
三
年
十
二
月
十
七
日
（
金
）、
山
本
順

次
か
ほ
く
支
部
長
、
坂
井
正
靭
副
支
部
長
、

表
守
活
副
支
部
長
の
三
名
が
か
ほ
く
市
役
所

を
訪
ね
、
油
野
和
一
郎
か
ほ
く
市
長
に
今
年

度
の
児
童
図
書
購
入
費
用
と
し
て
十
五
万
円

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
か
ほ
く
市
の
成
人
式
に
お
い

て
新
成
人
に
贈
呈
し
て
い
る
法
人
会
グ
ッ
ズ

を
、
山
本
支
部
長
が
油
野
市
長
に
説
明
し
て

手
渡
し
ま
し
た
。

　

油
野
市
長
か
ら
は
、
経
営
環
境
が
厳
し
い

中
で
の
寄
贈
に
対
し
て
丁
重
な
感
謝
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

地
域
社
会
貢
献
活
動
報
告

か
ほ
く
市
へ
児
童

図
書
購
入
費
用
贈
呈

油野市長から丁重な感謝の言
葉を頂いた（左から、坂井副支
部長、油野市長、山本支部長、
表副支部長）。

油野市長に目録を手渡す
山本支部長。

―「
能
登
を
醸
す
」数
馬
酒
造
を
訪
ね
る
―

内
灘
支
部
が

企
業
訪
問
研
修
を
実
施

　

米
丸
支
部
特
別
企
画
と
し
て
「
ツ
エ
ー
ゲ

ン
金
沢
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
応
援
観
戦
」
を
企
画
。

令
和
三
年
十
一
月
十
四
日
（
日
）、
石
川
県
西

部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場
に
て
行
わ
れ
た

「
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
Ｖ
Ｓ
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
」

を
米
丸
支
部
会
員
六
十
七
名
が
応
援
観
戦
し

ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、
試
合
は
十
四

時
キ
ッ
ク
オ
フ
。「
負
け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
間
近
で
見
ら
れ
て
迫
力
が

あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
嬉
し
い
感
想

が
多
数
聞
け
ま
し
た
。
次
年
度
も
引
き
続
き
、

会
員
企
業
が
参
加
し
た
く
な
る
催
し
物
を
企

画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
を

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
応
援

金沢法人会受付ブースにて。

9

北陸税理士会では下記の日程で確定申告期の

無料税務相談を行います。

税理士会による

無料相談会のお知らせ

◆会場でのご相談

日時／２月５日（土）・12日（土）・19日（土）
　　　9：00～16：00
場所／税理士会館 （金沢市北安江3-4-6）

　　　※事前予約制となりますので
　　　　ご注意ください。

◆電話によるご相談

日時／2月19日（土）
　　　13：00～16：00

TEL／076‐222‐7433
  　　　　　 （当日のみの専用回線）

中
川　

大
佑

架
間　

俊
二

河
田　

康
雄

林　
　

隆
信

長
谷　

吉
憲

山
崎　

容
司

【
法
人
会
員
】

（
株
）
吉
村
植
木
園

（
株
）
画
遊

（
有
）
つ
る
幸

（
一
社
）
キ
ス
モ
長
寿
安
心
の
会

き
ま
ち
ゃ
ん
カ
ン
パ
ニ
ー
（
株
）

（
株
）
ケ
イ
エ
ム
エ
ス

沼
田　
　

篤

駒
井　

亮
治

河
元　

貴
之

西
森　

義
明

中
川　

貴
史

川
﨑　

誠
二

野
村　

清
一

澤
野　

哲
平

山
下　
　

一

石
川　

晴
三

関　
　

志
帆

山
下　
　

駿

（
株
）
吟
撰
酒
の
ぬ
ま
た

（
合
同
）Ｌ
Ｚ

東
和
リ
ー
ス
工
業
（
株
）

（
有
）
西
森
工
業

（
株
）
貴
蒼
工
業

（
株
）
カ
ワ
サ
キ

（
有
）
金
沢
地
財

（
株
）
澤
野
建
設

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
末

【
個
人
会
員
】

酔
い
処　

さ
く
ら

Ｓ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

Ｇ
ｙ
ｍ 

Ｅ
ｓ

新
会
員
紹
介

（
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名

この記事に関するお問い合わせは北陸税
理士会金沢支部までお願いいたします。

TEL 076-223-1841

　
私
は
、
い
つ
も
母
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
物

を
買
っ
た
と
き
に
つ
い
て
く
る「
+
税
」で
す
。

な
ぜ
物
を
買
う
と
き
に
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
税

を
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
不
思
議
で

し
た
。

　
他
に
も
母
に
聞
く
と
、
学
校
で
私
た
ち
が
使

っ
て
い
る
物
は
全
部「
税
」で
買
わ
れ
て
い
る
と

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、「
身
の
回

り
に
は
税
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
か
も
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

税
の
こ
と
に
つ
い
て
知
り
た
く
な
っ
た
私
は
、

な
ぜ「
税
」を
私
達
は
は
ら
っ
て
い
る
の
か
、
税

の
大
切
さ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
い
ろ
ん
な

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
な
ぜ
私
達
が
税
を
は
ら
っ
て
い
る
の
か

調
べ
ま
し
た
。
理
由
は
私
達
が
安
心
し
た
暮
ら

し
を
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。
税
と
は
、
さ

っ
き
も
書
い
た
と
お
り
、
学
校
の
用
具
に
使
っ

た
り
、
老
後
の
安
全
し
た
生
活
や
健
康
で
文
化

的
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
大
き
な
費
用
と

な
っ
た
り
た
く
さ
ん
の
方
法
で
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
で
は
次
に
、
な
ぜ
税
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
増
え
て
い
る
の
か
調
べ
ま

し
た
。
増
税
に
し
た
理
由
と
し
て
政
府
は
、「
私

た
ち
の
子
や
孫
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
て

い
る
状
況
」だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
景

気
な
ど
の
変
化
に
左
右
さ
れ
に
く
く
、
税
収
が

安
定
す
る
た
め
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

税
の
大
切
さ

か
ほ
く
市
立
高
松
中
学
校
　
一
年
　
上
野 

花
奈

税に
ついての
作文

中学生の

令
和
三
年
度
入
選
作
品
よ
り

全
国
の
中
学
生
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
、公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会

会
長
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

「
税
」が
な
に
か
え
い
き
ょ
う
を
う
け
て
い
る
の

か
、
気
に
な
り
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

問
題
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
え
い
き
ょ
う
で
、
収

入
が
減
っ
て
し
ま
い
税
金
を
支
は
ら
え
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
た
い
し

て
は
、
し
っ
か
り
、
手
続
き
な
ど
を
し
て
、
た

い
し
ょ
を
し
て
く
れ
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
税
の
種
類
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

国
税
に
は
、所
得
税
、法
人
税
、相
続
税
、贈
与
税
、

消
費
税
、
酒
税
、
た
ば
こ
税
、
自
動
車
重
量
税

な
ど
た
く
さ
ん
の
税
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、

地
方
税
に
は
住
民
税
、
事
業
税
、
固
定
資
産
税
、

自
動
車
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
消
費

税
だ
け
で
な
く
、た
く
さ
ん
の
税
が
あ
り
ま
し
た
。

　
税
金
は
、
今
の
自
分
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る

た
め
や
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
て
い
く
た

め
の
、
お
金
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
し
っ
か

り
学
べ
ま
し
た
。
今
、
コ
ロ
ナ
な
ど
の
世
界
で
、

大
き
な
え
い
き
ょ
う
を
も
た
ら
し
て
い
る
時
で

も
、
し
っ
か
り
税
金
を
は
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、

す
ご
く
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

教
科
書
一
冊
で
も
、
一
人
の
大
切
な
お
金
だ
と

思
い
、
大
切
に
最
後
ま
で
使
い
た
い
で
す
。

　
税
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
知
れ
た
し
、
こ
れ

か
ら
は
、
税
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
た
ち
に
、

税
の
大
切
さ
や
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
な
ど
を
、
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
自
分
自
身
が
思
い
ま
し
た
。
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味
わ
い
深
く
ヘ
ル
シ
ー
、輪
島
に
伝
わ
る
卯
の
花
ず
し

　

近
年
は
漁
獲
量
が
減
っ
た
い
わ
し
で
す
が
、
昔
は
春
先
に
な
る
と
能
登
か
ら
加
賀
ま
で
大
漁
に
沸

い
た
と
か
。
傷
み
の
早
い
い
わ
し
が
毎
日
、
そ
れ
こ
そ
〝
う
ん
ざ
り
〞
す
る
ほ
ど
獲
れ
た
そ
う
で
、

そ
の
た
め
か
糠
漬
け
な
ど
の
保
存
の
知
恵
が
県
内
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
輪
島
で
は
コ
ン
カ
イ

ワ
シ
や
い
し
る
が
有
名
で
す
が
、
酢
で
し
め
た
新
鮮
な
い
わ
し
の
お
腹
に
お
か
ら
を
詰
め
た
「
い
わ

し
の
卯
の
花
ず
し
」も
保
存
食
の
一
つ
。
豆
腐
を
各
家
で
作
る
こ
と
が
多
か
っ
た
時
代
、
ふ
ん
だ
ん

に
あ
る
お
か
ら
と
い
わ
し
を
飽
き
ず
に
食
べ
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
豊
富
な
い
わ
し
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
健
康
食
材
。
一
方
の
お
か
ら
も
低
カ

ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
豊
富
に
含
む
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
で
す
。
そ
の
二
つ
が
ド
ッ
キ

ン
グ
し
た
い
わ
し
の
卯
の
花
ず
し
は
、
味
わ
い
深
く
ヘ
ル
シ
ー
な
郷
土
の
味
で
す
。

１.いわしは頭を取り中開きにして中骨を取ってから、
薄塩を振り半日くらいおく。

２.１をさっと洗ってバットに並べ、甘酢をひたひたに
かぶるように浸して２時間くらいおく。

３.おからを空炒りし、Ａで味付けをして冷ましてから
細かくサイコロ切りにしたチーズを混ぜ込む。

４.いわしの水分をキッチンペーパー等でふき３をサ
ンドして、人参、レモンのいちょう切りをのせてか
ら押し寿司の型に入れて２時間くらい押す（２～３
日くらいが一層おいしい）。

５.紅生姜を添えて頂く。

ワンポイント

いわしには全く火を通さ
ないので、新鮮なものを選
びます。

【写真提供・協力】
石川県
石川県食生活改善推進協議会

材料（４人分）

つくり方

●いわし…200ｇ
●塩（振り塩用）…小さじ１
●甘酢（浸し用）
　酢 大さじ３／砂糖 大さじ１
●おから…200ｇ

●Ａ
　砂糖 大さじ２
　酢 大さじ４
　酒 大さじ２
　塩 小さじ1／2

●チーズ…40ｇ
●人参…20ｇ
●レモン…20ｇ
●紅生姜…10ｇ

玉
泉
園
は
兼
六
園
の
す
ぐ
近
く
に
位
置
し
、四

〇
〇
年
前
よ
り
受
け
継
が
れ
る
加
賀
藩
ゆ
か
り
の

庭
園
で
す
。

約
一
〇
〇
年
を
費
や
し
て
完
成
さ
せ
、兼
六
園
の

完
成
よ
り
さ
ら
に
約
一
二
〇
年
古
い
作
庭
で
す
。

「
玉
泉
園
」の
名
は
加
賀
藩
二
代
藩
主
前
田
利
長

の
正
室
玉
泉
院
に
由
来
し
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

母
か
ら
受
け
継
い
だ
な
つ
か
し
い
味
に

ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫
を
加
え
て
食
卓
へ
――

次
の
世
代
へ
、

ま
た
次
の
世
代
へ
と
伝
え
ま
す
。

伝えたいこんなこと
豆腐の出しがらのおか
ら（卯の花）を使った、先
人が考えた保存食です。
いわしもおからも大事
に伝えたい食材です。

【 献立の例 】  ごはん／打豆（大豆）汁／いわしの卯の花ずし／芋金平／柚子
しめじ（左手前から奥へ）
＜メニュー作成：輪島市食生活改善推進協議会＞

い
わ
し
の

  

卯
の
花
ず
し
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表
紙
解
説

金
沢
の
今

西
田
家
庭
園

「
玉
泉
園
」

二
代
目
を
継
い
で

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
八
月
、
主

人
土
肥
一
三
が
特
殊
鋼
即
納
セ
ン
タ
ー
を
二

口
町
で
創
業
し
ま
し
た
。
特
殊
鋼
材
全
般
を

扱
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
材
料
を
鉄
工
所
や

金
型
屋
で
、
削
っ
た
り
磨
い
た
り
時
間
と
手

間
を
掛
け
て
金
型
に
し
て
い
く
の
で
す
。
そ

の
後
、
素
材
の
販
売
か
ら
加
工
品
の
販
売
に

転
換
、
北
陸
三
県
を
中
心
に
加
工
品
を
使
っ

て
の
金
型
作
り
を
提
案
し
ま
し
た
。
五
年
ば

か
り
か
け
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
加

工
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
開
始
が
弊
社
の
大
き

な
転
機
に
な
り
、
精
度
の
高
い
安
心
し
た
加

工
品
の
提
供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
八
九
（
平
成
一
）
年
、
法
人
化
に
よ
り

社
員
も
増
え
「
株
式
会
社
即
納
セ
ン
タ
ー
」に

社
名
変
更
、
現
在
の
駅
西
本
町
に
移
転
し
ま

し
た
。
優
秀
な
社
員
に
恵
ま
れ
、
主
人
も
ゴ

ル
フ
参
加
で
き
る
余
裕
も
で
き
ま
し
た
が
し

か
し
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
、
主
人
は
病
気

に
よ
り
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
二
代
目

社
長
を
引
き
継
げ
た
の
も
見
守
っ
て
く
れ
る

社
員
が
い
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
常
に
不
安
と

の
戦
い
の
日
々
で
し
た
。
日
本
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
み
、
色
物
（
銅
）
な
ど
の
先
物
買
い

の
未
知
の
世
界
が
あ
り
、
取
り
扱
う
鋼
材
も

時
代
の
変
化
で
多
様
化
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル

崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
等
の
試
練
に
耐
え
ら
れ
た
の
は
お
客
様
の

暖
か
い
支
援
の
お
陰
で
し
た
。
主
人
が
築
い

て
く
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
助
け
ら
れ
仕
事

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

取
引
先
の
社
員
旅
行
に
誘
わ
れ
同
行
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一
二（
平

成
二
十
四
）
年
、
長
女
が
三
代
目
を
継
承
、

父
親
似
の
お
お
ら
か
な
性
格
の
娘
で
す
。
二

〇
二
一（
令
和
三
）年
八
月
に
は
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

お
客
様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
「
感
謝
」の

気
持
ち
を
持
ち
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

娘
三
人
と
三
回
の
白
山
登
山

何
も
か
ま
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
娘
達

に
思
い
出
を
つ
く
り
た
い
。
長
女
と
小
学
六

年
生
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
白
山
登
山
に
出

か
け
ま
し
た
。
あ
る
大
学
薬
学
部
助
教
授
参

加
の
薬
草
の
説
明
付
き
登
山
ツ
ア
ー
で
し
た
。

あ
る
時
雨
で
頂
上
に
登
れ
ず
部
屋
で
お
話
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
白
峰
と
い
う
気
温

が
低
く
冬
が
長
い
、
何
を
植
え
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
土
地
に
つ
い
て
の
話
で
し
た
。
そ

の
土
地
そ
の
土
地
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

三
人
の
娘
達
の
お
か
げ
で
三
回
白
山
登
山
が

（株）即納センター
金沢市駅西本町5-6-7
TEL（076）262-2271

取締役会長 土肥 美智子

出 身 地●かほく市
業務内容●モールドベース、金型関連周辺機器、ダイセット
座右の銘●順理則裕

未知の世界に飛びこんで。
支えられて50年

で
き
ま
し
た
。
付
き
合
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。

健
康
法
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
は
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
に
行
く
こ
と

で
す
。
一
九
七
〇（
昭
和
四
十
五
）
年
に
開
催

さ
れ
た
大
阪
万
博
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
夜
行
日
帰
り
の
ハ
ー
ド
な
旅
で
し
た
。

〝
人
類
の
進
歩
と
調
和
〞
が
テ
ー
マ
で
し
た
。

太
陽
の
塔
、
動
く
歩
道
、
月
の
石
、
各
国
の

パ
ピ
リ
オ
ン
、
行
き
交
う
国
際
人
も
見
る
の

は
初
め
て
、
全
て
が
興
味
津
々
で
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
好
奇
心
は
歳
を
取
ら
な
い
！
強
烈

な
驚
き
と
出
会
い
が
こ
れ
か
ら
も
あ
る
と
信

じ
て
・
・
・
。
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日
時
／
令
和
四
年
三
月
十
八
日（
金
）十
四
時
〜

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

講
師
／
事
業
創
造
大
学
院
大
学
客
員
教
授
・

フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー　

伊
藤 

聡
子
氏

演
題
／
未
定

　

大
学
在
学
中
に「
関
口
宏
の
サ
ン
デ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」で
デ
ビ
ュ
ー
、二
〇
〇
二
年
に
Ｎ
Ｙ
へ

留
学
し
ア
メ
リ
カ
社
会
学
を
学
ぶ
。「
日
本
の
元

気
を
取
り
戻
す
鍵
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
」

を
持
論
と
し
、地
域
で
活
躍
す
る
人
々
や
ビ
ジ

ネ
ス
事
例
、地
域
を
輝
か
せ
る
ヒ
ン
ト
を
数
多

く
取
材
し
発
信
し
て
い
る
。国
内
外
を
問
わ
ず
、

地
方
に
眠
る
宝
を
見
つ
け
歩
く
こ
と
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
、国
際
協
力
・
貢
献
活
動
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

日
時
／
令
和
四
年
三
月
九
日（
水
）十
四
時
〜

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
第
一
部

講
師
／
金
沢
税
務
署
担
当
官

演
題
／
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て

　
第
二
部

講
師
／（
株
）ハ
マ
商
店
代
表
取
締
役

長
濵 

賢
治
氏 inform

ation

演
題
／
怪
し
い
取
引
、

人
物
の
見
極
め
方

〜
元
警
察
官
が
伝
授
す
る
、

　

詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
の
心
得 

〜

　

大
学
卒
業
後
、栃
木
県

警
察
官
と
し
て

採
用
。オ
レ
オ
レ

詐
欺
に
代
表
さ

れ
る
特
殊
詐
欺

対
策
を
担
当
。退
職
後
の
二
〇

一
七
年
に
株
式
会
社
ハ
マ
商
店
を
設
立
し
、防

犯
・
防
災
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
相
談
業
務
を
通
じ

て
地
域
の
安
全
に
貢
献
す
る
。

※

会
員
の
方
に
は
別
途
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
案
内
し
ま
す
。

講
演
会
当
日
は
、女
性
部
会
が
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
タ
オ

ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、事
業
所
、ご
家
庭
に
手
持
ち
さ
れ

て
い
る
タ
オ
ル
や
石
鹸
に
余
裕
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、会
場
受
付
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
月
定
例
研
修
会

三
月
実
務
研
修
会

研
修
会
・
講
演
会
の
ご
案
内
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